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研究成果の概要（和文）：本研究では，北海道における小氷期の実態とそれに伴う自然災害

の特徴を地質学的・考古学的手法によって明らかにし、それが自然界や人間社会に与えた

影響についてまとめた。小氷期の北海道は寒冷化の影響によって、顕著な海退が起きてい

た。特に 17〜19 世紀は、低地でも地下深部まで凍結していた。度重なる大雪や低温は、自

然界の資源を減少させ、狩猟採集に大きく依存したアイヌ民族に深刻な影響を与えた。 

 
研究成果の概要（英文）： This studies clarified geologically and archeologically the  

existence of the Little Ice Age in Hokkaido, and analyzed the characteristics of natural  

disasters possibly caused by this historically cold period. The author also showed the  

effects on natural environments and resultant influences to the human societies,  

especially the Ainu people at that time; Hokkaido was under severely cold circumstances  

particularly in the 17th to 19th century with depletion of natural resources, rendering  

the Ainu, hunting-gathering people starveling. 
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１．研究開始当初の背景 
 現代の地球温暖化のように、地球規模の環

境変動とそれに伴う自然災害が、自然界や

人々に影響を与えることは明らかである。申

請者は、当館（総合歴史博物館）の研究者を

はじめとする考古、歴史、民族分野等の研究
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者が実施してきた北海道の先史・歴史時代に

関する様々な研究について間近で触れる機会

を得てきた。その中で、小氷期という寒冷期

がちょうどアイヌ時代に相当することに気が

ついた。小氷期は15世紀から20世紀初頭まで

とされ、16世紀からの約300年間が特に寒冷で

あった (三上、1993、地学雑誌)。 

 これまで実施されてきた地球環境変動に関

する研究によると、小氷期とは、平均気温が

現在と比べて-1℃未満におさまる弱冷期だが、

特に寒冷であった時期が何度か存在し、世界

各地で作物不良や飢饉を引き起こす等、人々

に多大な影響を与えていたことが明らかとな

っている。しかし、北海道の小氷期に関する

そのような具体的な研究例はこれまで無かっ

た。そのため、北海道における小氷期を複数

の研究手法でクロスチェックしながら把握し、

古文書記録等と比較して、アイヌ時代の人々

へ与えた影響を明らかにできないかと考えた。 

 
 
２．研究の目的 
 本研究では、まず、地質調査を主体とした

自然科学的手法で北海道における小氷期の実

態を把握する。次に、北海道の古文書を、「小

氷期との関連・影響性」という視点で調査し、

小氷期の証拠を収集する。これらのデータを

客観的に比較・評価し、小氷期が自然・人々

へ与えた影響を明らかにする。 

 主な地質調査はオホーツク海沿岸域（海跡

湖周辺）に設定する。オホーツク海は海氷域

の南限にあたり、流氷の消長は地球環境の変

化を敏感に反映するとされている。このため、

同海および沿岸域は古環境を検討する上で

重要な地域とされている。さらに、申請者は、

北海道オホーツク海沿岸のアイヌ時代の貝

塚（アオシマナイ遺跡）を検討し、小氷期と

の関連性を見出した（添田、2003）。例えば，

伊達市有珠の遺跡群などアイヌ文化期の遺

跡発掘報告書から，江戸時代の火山灰に挟ま

れて出土した遺物（特に貝類）を抽出し、そ

れらの資料を用いて同位体分析を実施すれ

ば、当時の海水温や降水量等を算出すること

ができ，相対的に気温も推定できる。 

一方、古文書等の天候記述から「小氷期と

の関連・影響性」という視点で、冷夏や大雪

結氷等の記述に注意して分析する。北海道の

古文書は、19 世紀以前までは断片的であるが、

「小氷期との関連・影響性」という視点でみ

れば、関連データを収集できると考える。 

 
 
３．研究の方法 

（１）野外調査 

 海跡湖周辺またはアイヌ時代の遺跡周辺の

低地数十カ所において，大口径検土杖を用い

て，火山灰を目安に目的の堆積物を探す。現

地で地質柱状図を作成・対比し、最も目的に

かなった堆積物が得られる数カ所を選定。オ

ホーツク海沿岸域の湿地において、地表下約1

ｍ分の堆積物があれ確実に過去1000年分の試

料が得られることは、添田・赤松（2001：サ

ロマ湖）、佐藤ほか（2004、第四紀研究；濤

沸湖）、児平（1996、知床博物館研究報告；

斜里地域）他の調査報告で判明している。調

査地点の標高，湖岸からの距離等も測定する。 

 

（２）各分析 

堆積物の詳細な記載と写真撮影を行い、珪藻 

遺骸分析、粒度分析、同位体分析、炭素年代 

測定を実施。文献史料は「小氷期との関連・ 

影響性」という視点で、まず、古文書の活字 

版を調査する。対象とする古文書は、当館歴 

史分野研究員の助言をもとに目的に合ったも 

のを選定し、さらに優先順位をつけて、可能 

な限り多くの古文書を調査する。天候記述や 

関連記述を抽出し、古文書名、年代、書かれ 

た月日（時間）を記録。その後、当館所蔵の 



 

 

原本（あるいはその複写）で記載を確認する。 

最終確認は当館歴史分野職員にしてもらう。 

これらのデータと各記録資料から得られた気 

象データも比較することで、記録がない時代 

の水産資源量を推定しその影響を検討。 

 各年度で成果をまとめ学会で報告し、当館 

印刷部にも執筆する。 

 
 
４．研究成果 

 北海道東部および中央部での地質調査、

また、自然科学的手法による各分析の結果、

小氷期の北海道は寒冷化の影響によって、

顕著な海退が起きていたことが判明した。

特に17〜19世紀は、低地でも地下深部まで

凍結していたことを初めて明確なものとし

た。また、北海道南部噴火湾沿岸の伊達市ポ

ンマ遺跡と同中央部千歳市末広２遺跡にお

いて地質学的・考古学的発掘調査を実施した

結果、17世紀のポンマ遺跡出土貝類の同位体

分析によって、17世紀中頃（特に冬期）の異

常な寒さを原因とする殻の形成休止期や成

長・成熟の遅れが明らかとなり、また、当時

は寒流が優勢していた可能性を示すデータ

を得ることができた（現在の伊達市にはほと

んどみられない寒流系貝類を貝塚中に複数

確認）。さらに、1640年の駒ヶ岳噴火津波が

同遺跡およびその周辺に広く分布している

ことが判明し、また同遺跡の畠跡の上には16

63年有珠山火山灰が厚く堆積し、同地域とそ

の周辺域が17世紀中頃に度重なる自然災害

によって壊滅的被害を受けたことを明確に

した。また、1663年有珠山火山灰直下（およ

び1640年駒ヶ岳火山灰の上位）に位置する貝

塚の貝を用いたAMS年代測定値を元に、当該

地域における17世紀中頃のΔR値（年代測定

の補正に有効な値）を算出した。千歳市末広

2遺跡およびその周辺では、完新世の火山灰

を採取・分析し、さらに既存の花粉分析結果

も参考にすることで、地層中に発見した寒冷

化による凍上現象が17世紀（小氷期）に起き

たものであることを明確なものとした。 

 古文書の解析の結果、自然界および人間社

会では寒冷化を原因とする慢性的とも言え

る食糧・物資不足が度々起きていたことが明

らかとなった。特に，1660年代は死者が出る

ほどの大雪が春に3回も記録され，1663（寛

文3）年の有珠山噴火による日射量不足や冷

夏等の影響も重なり，過酷な環境下において

食糧・物資不足が深刻化していたと考えられ

る（なお、同様なことは千島列島においても

みられる可能性が判明した）．このことは，

藩の財政基盤を北海道での独占的な交易か

ら得ていた松前藩の財政難を引き起こし，ア

イヌ民族交易での収益拡大（収奪）に迫られ

たと考えられる。このように小氷期は当時の

北海道の人々にも影響を及ぼしたことが明

らかにされてきたが、それに加え、1669（寛

文9）年に起きたシャクシャインの戦いの遠

因になった可能性も明らかとなった（日本文

化財科学会で賞を受賞）。 

 以上のように、本研究では小氷期の北海道

が、寒冷環境とそれにともなう自然災害によ

って多大な影響を受けたことを示すデータ

をはじめて得ることができた。17世紀と19世

紀は北半球の他の地域と同様、北海道でも特

に寒冷であったことが読み取れ、今後はこの

時期に限定して様々な分析を実施すること

で、小氷期が自然界や社会に与えた影響をよ

り明確にすることができると考える。さらに

、今後、噴火湾のアイヌ時代をテーマとした

様々な研究において、高分解能で年代を決定

する際に有効となるΔR値を得ることができ

た（AMSシンポジウムで賞を受賞）。 

 以上の成果は学会等で発表し、当館の印刷

物他に執筆した。また、最終年度には伊達市

において市民向けシンポジウムも開催した。 



 

 

 なお、北海道は沿岸に対馬暖流・千島海流

が流れ、冬期にはオホーツク海に流氷が出現

するなど、日本で最も環境変化に敏感に反応

する地域と言える。今後、地球は寒冷化に向

かうと予想されているが、本研究の成果は北

海道の自然や社会が寒冷環境においてどの

ような影響を受けるかを推定する上でも役

立つものである。 
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